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正誤表
p.3 9 行目

【誤】 同様に在籍学校は，９カテゴリ

【正】 同様に在籍学校は，８カテゴリ

p.4 Table 1. 下 因子間相関

【誤】

【正】

p.8 30 行目

【誤】 高校生・親年代間の

【正】 大学生・親年代間の

p.9 17 行目

【誤】 ηp2 = .006

【正】 ηp2 = .005
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p.10 Table 4

【誤】

【正】

p.10 9-10 行目

【誤】 一方，年代の主効果は 3検査において有意もしくは有意傾向であるが，変動の様相は検

査間で一貫していなかった。

【正】 一方，年代の主効果は検査間で一貫していなかった。

p.10 14 行目

【誤】 開放性は 3検査とも有意な性の主効果を検出し，

【正】 開放性は 3検査とも有意もしくは有意傾向の性の主効果を検出し，

p.11 6-7 行目

【誤】 神経症傾向における年代の主効果と開放性における性の主効果であった。

【正】 神経症傾向における年代の主効果であった。

p.11 7-8 行目

【誤】 3検査すべてで有意な効果がなかったと言えるのは外向性と勤勉性における性の主効果

であった。

【正】 3検査すべてで有意な効果がなかったと言えるのは勤勉性における性の主効果であった。
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